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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第67号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　文部科学省からSGH指定を受け3年目を迎えました。1
年次は全員が国際探究Ⅰで研究を重ね、2年次3年次は国
際探究Ⅱ、グローバル・イシューを選択した2クラスが探
究活動を続けてきました。
　昨年10月、校内予選を経て、16チーム中6チームが秋田
市文化会館での「SGHカンファレンス」に出場し、「アメリ
カの肥満を日本の食育を生かして解決する」というテー
マで臨んだB1チームが最優秀賞に輝きました。

　同チームは3月に神戸で開催
されたSGH甲子園で最優秀賞を
受賞し、今回の「Global Link 
Singapore」に招待校として参
加することになりました。アジ
ア各国、日本国内から200余名
の中高生が参加し、社会分野と
科学分野に分かれてポスター
発表と口頭発表を行いました。
本校チームは社会分野の英語
での口頭発表に参加し、観てい
る者を魅了するプレゼンテー
ションで、最優秀賞に当たる
「ベスト・プレゼンテーション
賞」を受賞することができま
した。

　これまで、数々のプレゼンの機会がありましたが、そ
の都度悩み、改善点を見つけ、議論し、そして自分たちが
最終的に納得のいくプレゼンをやり遂げた生徒たちに
は頭が下がる思いです。本当によくやってくれたと感動
しています。　
　留学生との交流の機会をいただいた国際教養大学、直
前の意見交換会にご協力いただいた秋田市役所の皆様、
そして2年間に渡り時間を割いて熱心に親身になって指
導してくださった秋田県立大学の先生方をはじめ、支え
てくださった方々への感謝の気持ちでいっぱいです。あ
りがとうございました。

　今回このような賞を頂けたことは心から嬉しく、誇り
に思います。メンバーのおかげで、妥協せずに常により
良い発表を求めて努力することができ、そしてなにより

周りの方々のご協力やサポートのおかげで最高の発表
を作り上げることができました。本当にありがとうござ
いました。（小林涼花）

　様々な意見をもらい、時には歓喜したり挫折しそうに
なりましたが、それまでの発表の機会を4人で振り返り、
満足できる発表をしようと決めました。賞をいただくこ
とができたこともありますが、何よりも私たちの発表を
期待してくれている人がいること、今までの経験や支援
のお陰で現在に至ったんだと思いました。（荒木関輝）

　納得のいくプレゼンテーションができるまで妥協せ
ず追求したことが実を結び、本当にうれしいです。時に
はぶつかり合いながらも切磋琢磨してきたメンバー、支
えてくださった方々に感謝しています。この経験を糧に
して、これからも妥協しないことを大切に頑張っていき
ます。（佐々木彩乃）

　この賞を頂けたのは、互いに本音をぶつけ、最後まで
追求し続けられる4人がいたからこそ、と強く思います。
努力の甲斐があり、当日は思いを伝えきり、完全燃焼で
きました。「感謝」、この言葉に尽きます。支えてくださっ
た皆様、本当にありがとうございました。（南條佑佳）

（平成29年度秋南祭より）

秋田県立秋田南高等学校

3学年主任　浅　利　　宏
＜Global Issue部門＞最高賞Best Presentation Award受賞記念

「グローバル・リンク・シンガポール」に参加して

左から浅利宏先生 小林涼花さん 荒木関輝さん 佐々木彩乃さん 
南條佑佳さん

プレゼンをする小林涼花さん
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た。SGH校として取り組む姿には佐藤校長の熱意が伝わ

り、南高生がグローバルリーダーへと成長し将来世界に

影響を与えるのではないかと真剣に思えるほどである。

来年からは総会と南翔の集いの同日開催となる。山岡会

長は来年は大々的に告知をし大勢の同窓生が出席して

くれることを願っていると述べた。100名単位の同窓生

が集う総会はどんな光景だろうかと楽しみだ。

雅楽代昭子（16期）

　「南翔」総会は5月27日、秋田ビューホテルを会場に開

かれた。早速議案に入り平成28年度事業報告、収支決算

報告を審議した。会計監事からは平成28年度一般会計決

算、教育振興基金会計決算を監査した結果正確かつ適正

に処理されていることが報告された。平成29年度事業計

画（案）、収支予算（案）についても審議し原案通り可決さ

れた。同窓会会則改正では（役員）第５条で「スムーズな

引継ぎ体制を構築するため副会長を4名から6名以内に

変更」することを含め承認され、さらに任期満了に伴い

役員改正では満場一致で承認された。新任役員（副会長）

は以下の通り。なお、山岡会長、沢井、畠山副会長、監事3

名は留任となった。

企画部　七山　慎一（10期）、総務部　赤上　智 (14期)

会報部　藤原　常太（9期）

　懇親会では学校からの来賓として佐藤利正校長をは

じめ多くの方々にご臨席いただいた。山岡会長は挨拶の

中で同窓会の財政基盤を増やしていくため1000名の会

員から会費を集める体制作りをし、開校60周年に向かっ

て内部強化を図っていくと力強く述べた。引き続き佐藤

利正校長が乾杯の挨拶に立ち母校の様子を交えながら3

年目を迎えたSGH校としての活躍ぶりを詳しく述べられ

「南 翔」 総 会 報 告

左より、太田郁子(6・B)、田中倫子(2・I)、雁瀬弘美(13・I)、
中津やす子(4・C)、渋谷　聡(12・F)、桑原富生(7・B)、佐藤宣雄(3・G)

瀬戸内南翔会長　佐藤宣雄(3期)
　中国四国に住んでいる同窓生と会ってみたいという

思いから同窓会開催を4月に在住者に提案しました。か

つ同窓会本部とコンタクトしたところ年一度の総会

5/27に支部設立承認を得たらとのアドバイスがあり、急

遽3名の発起人による設立申請書を作成し在住者名簿、

支部規定案を添えて本部に報告しました。これらを経て

7月1日（土）岡山シティホテルにおいて、中国四国支部に

相当する「瀬戸内南翔会」の第1回総会・懇親会を開催い

たしました。同地域に在住の同窓生は17名（鳥取、島根、

高知はゼロ）で、会場から遠い徳島、愛媛、山口からは今

回出席者無し、香川1名、広島2名、岡山4名の計7名の出席

となりました。予定の4時間はあっという間で楽しい会

議・懇談でした。まだまだ話が尽きないようでしたが、尽

きない話は次回の楽しみとしました。当会は広地域で小

所帯なので運営に心配な面がありますが、継続は力なり

を信じて毎年開催する事を7名で誓いました。最後に卒

業以来になる校歌を皆懐かしく歌いましたが、甲子園で

歌えるように・・・と願ったのは私だけではないようです。

（e-mail　uzbook1@ae.auone-net.jp）

瀬戸内南翔会 設立報告

山岡会長を中心に左から赤上、藤原そして沢井、畠山の各副会長
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■新生中等部、南高校先輩の講演を聴く
保坂タツ子（2期）

　6月28日（水）、中等部体育館に於いて160人を前に、4期
卒保坂武文氏が講演された。世界のホンダのエンジン開
発やＦ1レース全体統括責任者として活躍。宇宙開発に
も関わっておられ、時代の先端を駆けている。探求心旺
盛な中学生に『皆さんの時代の自動車・ロボット社会を
覗いてみよう！』とプロジェクターを駆使して語ってく
れました。ガラケーの私でもワクワクするお話で、1時間 講演する保坂武文氏（4期）

熱心に話を聞く中等部生徒達

中等部GT講演会 10分はアッという間でした。30
年前のＦ1グランプリの音楽
が流れ、アメリカでの3年間の
研究生活、レーシングマシン開
発、地方創生や衛星の仕事など
現在に到るまでの紹介をし、本
題の車のお話です。車ができ
てから130年の歩みの中で、排
気ガス問題のクリアー、ハイブ
リッド車、電気自動車、そして
未来の車はタイヤのない車、空
飛ぶバイク等、私としてはＳＦ
的と思われたが、まもなくそん

な時代が来ると言います。ロボットのアッシモ君やホン
ダジェットを考え合わせればなくもないなと思いまし
た。そしてロボットも人間と共同作業をする。ＡＩ（人工
知能）の活用ですね。今、世界中で次世代のエネルギー開
発をしている。そんな中で、いろんな分野で生きていく
皆さんに“夢を持つ、見つける”ことを強調されていまし
た。本質をつかまえる力と、なぜなぜなぜの探求心。友達
をつくり、クラブ活動での協調性、早いうちからの英語
の習得、そして決してワクにはまらずに、と。今でも熱き
情熱を失わずに語る姿は、さすが薫陶を受けたホンダ創
業者本田宗一郎を彷彿とさせるものがありました。生徒
達からの質問は時間をオーバーさせる程、10数人の挙手が
あったことは言うまでもありません。

　　　　　　　　　　　OB会会長　桑原　一夫（9期）
　はじめに、同窓会の皆様からは各周年記念事業のたび
に現役吹奏楽部に多大なるご支援を賜り心より感謝申
し上げます。
　OB会活動の紹介に先立ち、吹奏楽部発足の経緯を述べ
ます。昭和37年学校創設と共に文化部のひとつとして合
唱と吹奏楽部が「音楽部」として創設されました。その
後、昭和40年の生徒総会で音楽部から「合唱部」と「吹奏
楽部」に分離独立が認められました。
　そしてOB会は、昭和43年に発足。会長は初代が羽川誠
さん、2代目は仲谷廣さん、（昭和45年～平成27年）、3代目
私（平成28年～）です。現在のOB会の礎を築いてくれたの
は47年の長期にわたり会長として活躍された仲谷さん
と副会長を務めてくれた鈴木力雄さんの尽力と感謝し
ております。
　OB会活動は、「会員相互の親睦」「会員名簿の作成」「会
報誌の発行」「母校吹奏楽部の発展・推興」を目的にかか
げ現在に至っております。
　現役の定期演奏会は昭和44年から始まって来年（平成
30年）には50回記念演奏会が予定されています。これま
でOBは現役の5年毎にこの定演に出演し現役との合同演
奏を披露してきましたが、平成元年からはOBバンド「秋
田シンフォニックウインドアンサンブル」を結成。当初
は吹奏楽コンクールにも出場（一般の部）したこともあ

吹 奏 楽 部 O B 会 活 動 紹 介
りましたが、現在は演奏会活動を楽しんでおります。ま
た、現役の10回、20回の定演に合わせて記念誌「ふきのと
うⅠ・Ⅱ」を発行、今は、50回の定演に合わせて記念誌「ふ
きのとうⅢ」を発行するため準備を進めています。
　さて、我がOB会活動を語る上で、「父母の会」「後援会」
の存在を外すことが出来ません。「父母の会」は昭和46
年、「後援会」は父母の会を卒業した方々が中心となって
昭和49年に発足しています。
　OB会は発足して暫くは、OBが社会人としてまだまだ若
輩だったこともあり」「父母の会」「後援会」の指導、協力、
激励を受けたお陰で現役の部活動を支えることが出来
てきました。本当にありがたいことです。
　常に現役部員諸君
に寄り添った支援が
出来るよう父母の会、
後援会と共に「三本
の矢」の一翼を担うこ
とが出来るようにこ
れからもOB会（現会員
1148名）の活動を充実
させていきたいと思っ
ています。

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期生）

記念誌「ふきのとう」
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■宮城支部だより
幹事長　柴谷　徹

　平成29年6月17日に宮城支部「蕗の会」第24回総会・懇
親会を開催いたしました。
　当日は26名の会員が参加。学校からは佐藤智和副校長
先生と木村太郎先生が、同窓会本部からは山岡緑三郎会
長と畠山佳男副会長が、東京南翔会からは大森素弘会長
と鈴木諭幹事長が参加されました。
　特別ゲストとしまして、9期生で「味いちもんめ」の作
者である漫画家の倉田よしみさんにも参加いただきま
した。また久しぶりに49期生を含めた3人の新入会員の
参加もあり、総勢33名と、ここ15年間では一番多い人数
となりました。
　総会では、三浦会長（10期）の挨拶の後、平成28年度活
動経過・決算報告および平成29年度活動方針・予算案
が審議され拍手承認されました。今年度も、ビアパー
ティー、ゴルフコンペ、女子会、新年会などを計画してお
ります。同窓生の皆様のご参加をお待ちしております。

（最後に連絡先メルアドがあります）
 役員は1人の退任と2人の新任があり、留任の役員も含
め承認され、1年間蕗の会を引き続き運営することにな
りました。

（e-mail miyagifukinokai@yahoo.co.jp）

支部だより
■北部支部30周年

会長　土崎俊成(10期)
　7月8日ホテル大和に於いて、記念すべき30回目の交流

会を開催しました。ご来賓として、佐藤利正校長先生、伊

藤栄治先生、同窓会会長山岡緑三郎様、副会長澤井澄夫

様、同藤原常太様、教育振興会会長鈴木力雄様、男鹿支部

長仙北屋昭弘様の方々よりご出席を賜りました。

　山岡会長より、同窓会の近況をお話して頂きました。

その中で、はるか遠方の地、瀬戸内海を中心とした同窓

会支部が設立されるという大変嬉しい内容でした。同窓

生が、全国至る所で活躍されている様子をうかがい知る

ことが出来ました。校長先生からは、中等部の生徒がた

くましく成長している姿、高校では、SGH全国大会で最優

秀に選ばれ、国際大会に出場すること、留学生を受け入

れ国際交流をしていること、大学入試制度の変更に対し

早くから対策に取り組んでいること、部活動の大会成績

など母校の躍進ぶりをお聞かせ頂きました。

　今回の交流会は、大きな節目に当たることから、当会

初代会長一関敏昭先輩(1期)から「30年を振り返って」と

題し、ご講演して頂きました。大変懐かしいお話も有り

ましたが、何よりも、同地域に住む同窓生の繋がり、母校

に資することなど設立の意義を熱く語られました。感動

すると共に、諸先輩のご尽力に対し敬意の思いを強く感

じさせて頂きました。

　澤井副会長の乾杯のご発声で懇親会が始まり、例年以

上に盛り上がりました。校歌斉唱では、河田正喜先輩(5

期)のリードで皆肩を組み声高らかに歌い上げました。

最後に、仙北屋男鹿支部長の音頭で再会を誓いながら三

本締めでお開きとなりました。次回も多くの参加者をお

待ちしております。30周年記念写真

最後はやっぱり校歌斉唱

宮城支部蕗の会総会の記念写真
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実行委員長　松木　仁（10期）
　南翔の集いが155名の参加者のもと7月29日、秋田

ビューホテルで開催された。参加してくれた皆さんに感

謝します。今回の集いは10期をはじめとする0の付く期

が実行委員となった。

　当日は元爆さんと

国安さんの野獣と美

女コンビ？がすばら

しい進行をしてくれ

た。山岡会長の挨拶か

らはじまり､次に母校

の佐藤校長から2年目となる中等部の状況、高校生日本

代表としてのシンガポールでの英語のプレゼン大会で

の最高賞受賞等、母校の状況について説明があった。

　乾杯は同窓の穂積秋田市長が行い､美味しい料理に舌

鼓を打ちながらメインである歓談がスタートした。各

テーブルで笑声と写真のフラッシュが飛び交い、旧交を

温める姿がいたる所で見られた。中には卒業アルバム持

参の方もおり、時の経過を楽しんでいた。

　会の結びは校歌斉唱だが、１期生全員がステージに登

壇し、一生懸命校歌をリードしてくれた。校歌に対する

思いが伝わる、その姿がとってもカッコ良かった。帰り

際に参加者の一人から「ここに来るまでは億劫だったが

来たら本当に楽しかったよ」と声をかけられた。正にそ

の通りで参加したら楽しい。今回参加出来なかったあな

た、億劫がらずに来年は一歩足を踏み出して参加して下

さい。

　以上、10期、20期、30期の実行委員のがんばりに感謝

し、来年の1の付く期の皆さんにエールを送り、集いの報

告とします。

南 翔 の 集 い　　7月29日 秋田ビューホテル

http://www.fisys.jp/

取締役 三河　雅則（第18期 G組卒）
取締役 金澤　邦雄（第14期 I 組卒）

（第１ 期 F 組卒）

株式
会社フィデア情報システムズ

秋田市泉北４丁目３番２８号



第67号秋田県立秋田南高等学校同窓会会報平成29年9月29日（6）

びであり、活動の手ごたえを感じる時でもある。

　ブナ林は、「天然のダム」と言われ水資源として田畑を

潤し、飲料水として人間の命を支え、海の栄養源として

魚を育てる、循環の山資源として後世に残す大切な事業

の一つと捉え、地元小学校、高校での事前学習会で想い

を共有し植樹に臨んでいる。また、県、市よりも援助が

あり地元企業も賛同植樹を行い、活動の輪が広がってい

る。素早い結果が求められる昨今に、「私たちは これか

らも ブナの森を夢見て 植えます 育てます」の碑文を

胸に刻み、山の自然回帰にロマンを感じ活動を続けている。

　ご賛同いただける同窓の皆様のご参加を心よりお待

ちしております。

　最後になりますが、中高一貫教育校として、母校の

益々の成長発展を祈っています。

お問合せ・お申込み先

〒018-0133

秋田県にかほ市象潟町字関有耶無耶の関3　須田和夫

ＴＥＬ/ＦＡＸ　0184-43-3549

e-mail　chokaisan.buna@gmail.com

お振込み先　郵便振込　口座番号　02560-5-3681

鳥海山にブナを植える会

年会費1口1,000円です。口数は問いません。

　私は、にかほ市象潟町在住で3期の青木と申します。

1期、2期の先輩方に比べ、我々は校風も整い恵まれた環

境のなか、理想に輝く南高に、夢と希望を胸に入学した

当時の事が鮮明に思い出される。

　更に2年生の時には、待望の校歌が発表された。

　私は、小学4年生まで象潟町小滝地区で暮らしていた。

朝夕仰ぎ見る鳥海山に励まされ、時には風雪に耐えて

育った幼少期に心身に染み付いた鳥海山の3文字が校歌

の中に燦然と輝やいていた。

　南高にて学べた喜びと感動を自分の人生の誇りに、恩

師よりの「一隅を照らす者、これ宝なり」の言葉を人生訓

として、小さな光を放てる人間を目標にしてきたが、遠

く及ばず今日に至っている。

　退職後、私は「鳥海山にブナを植える会」で活動している。

　一見地味で、膨大な時間を積み重ねないと結果の出な

い事業だが、会は100年先を見据えた、壮大なブナの森の

復元事業として、有志により1994年に結成された。戦後、

復興目的の名目で無差別的に伐採されたブナを昔の状

態に戻したいと願う有志の方々の熱意に賛同して、私も

持てる力を傾注している。北海道から沖縄まで550名の

会員の方々が大きな力となって会を支え、3月から育苗、

除草、追肥、下草刈等の作業を行い10月には盛大に植樹

会が行われ、現在まで4万本近くを植樹した。手塩にかけ

たブナの幼木が鳥海の森に育まれ、20年の時を経て5ｍ

を超える高さまで逞しく成長した姿は我々にとって喜

活活躍
ＯＢＯＢするする

鳥海山にブナを植える会
青木　忠雄（3・A）

同窓会よりのお願い

日頃同窓会の皆様には、同窓会活動をご理解ご協力をいただき、大変ありがとうございま
す。同窓会総会も終了し、又新しい体制で今年度がスタートしております。活動の報告や予
定、運動部ＯＢ会や支部の動きなど、南翔ホームページに掲載しております。
また、会報に同封しております同窓会会費の振込用紙ですが、同窓会活動にはこの2000円
の会費収入が貴重な財源となっております。
どうぞ、ご主旨ご理解の上、納入をお願いいたします。南翔HPは　秋田　南翔
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運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

硬式野球部
第65回春季東北地区高等学校野球秋田県大会
２回戦敗退　2-7 角館
第99回全国高等学校野球選手権秋田大会
１回戦敗退　1-2 西目
剣道部
第41回秋田県女子剣道段別選手権大会
　三段　１位　石田 小百合
第57回秋田県剣道段別選手権大会
　二段　１位　加藤 将太　　２位　及川 拓　　　　
　三段　２位　志藤 康平
県民体育大会
剣道部
　男子個人　１位　　　及川 拓
　　　　　　ベスト８　志藤 康平
バスケットボール部　男子　３位
バトミントン部
女子個人単２部　準々決勝敗退　安田 里菜
アーチェリー部
女子　１位 伊藤　佳菜　２位 黒木 千尋　３位 髙橋 絢香
男子　１位 藤縄　創大　２位 三浦 泰輔　３位 齊藤 敬介
水泳部
女子　50m背泳ぎ　　６位　長谷川 玲央奈
　　　100m背泳ぎ　８位　長谷川 玲央奈
　　　200m背泳ぎ　８位　長谷川 玲央奈
男子　100m平泳ぎ　８位　鈴木 駿
陸上競技部
女子　100mH　　　 ２位　工藤 菜々
　　　400mH　　　 ８位　工藤 菜々
　　　3000mSC　　１位　大関 羅捺
　　　1600mリレー　７位（三浦/佐藤/佐々木/大山)
男子　砲丸投げ　　　 ２位　吉田 仁哉
全県高校総体
サ ッ カ ー部　　準優勝　0-3　秋田商
陸上競技部
女子　1500m　　 ３位　南條 佑佳
　　　3000m　　 ３位　南條 佑佳
　　　100mH　　 ４位　工藤 菜々
　　　5000mW　　４位　池田 明日香
　　　円盤投げ　　８位　佐々木 愛菜
男子　三段跳び　　８位　茂木 世界斗
　　　やり投げ　　８位　齊藤 晴
剣道部
女子団体　決勝トーナメント1回戦敗退（2-2秋田北 本数勝ち)
　　　　　優秀選手賞　石田 小百合
男子団体　準優勝
　　個人　優勝　及川 拓
　　優秀選手賞　及川 拓
柔道部
男子個人　60kg級　３位　工藤 龍飛
フェンシング
男子　個人エペ　　　３位　　　　　仙葉 遼輔
　　　　　フルーレ　準々決勝敗退　仙葉 遼輔

水泳部
女子　総合　６位
　　　50m自由形	 　６位　鎌田 七海
　　　100m背泳ぎ	 　５位　長谷川 玲央奈
　　　200m背泳ぎ	 　６位　長谷川 玲央奈
　　　100m平泳ぎ	 　６位　白渡 萌々子
　　　200m平泳ぎ	 　８位　白渡 萌々子
　　　200m自由形	 　７位　鎌田 七海
　　　800m自由形	 　６位　大友 優実
			   　７位　佐々木 優香
			   　８位　原田 侑奈
　　　200mバタフライ	 　８位　斉藤 遥
　　　400mMリレー	 　６位(長谷川/白渡/鎌田/佐々木)
　　　400mフリーリレー	　６位(鎌田/佐々木/白渡/長谷川)
　　　800mフリーリレー	　６位（大友/白渡/長谷川/鎌田）
男子　100m平泳ぎ	 　７位　鈴木 駿
　　　200m平泳ぎ	 　６位　鈴木 駿　
　　　200m背泳ぎ	 　６位　三上 陽向
　　　200m自由形	 　８位　伊藤 和哉
　　　400mMリレー 	 　６位 (三上/鈴木 駿/伊藤 /鈴木 康）
　　　800mフリーリレー	　６位(三上/伊藤/鈴木康/鈴木 駿)
アーチェリー部
女子　１位　伊藤 佳菜 ２位　黒木 千尋　３位　髙橋 絢香
男子　１位　三浦 泰輔 ２位　加藤 瑛樹　３位　齊藤 敬介
山岳部　　４位
東北高校選手権
陸上競技部
女子　1500m、3000m　南條 佑佳　出場（決勝進出できず）
　　　5000mW	 決勝20位 　 池田 明日香　
　　　100mH	 準決勝３位　工藤 菜々　
アーチェリー部
女子団体　決勝トーナメント　 1回戦敗退 0-6 三本木農(青森）
男子団体　決勝トーナメント　1回戦敗退 2-6 花巻北(岩手）
サッカー部　 1回戦敗退　1-2 八戸学院野辺地西(青森）
インターハイ「南東北総体」
アーチェリー部
女子個人　決勝トーナメント1回戦敗退　伊藤 佳菜
剣道部
男子個人　3回戦敗退　及川 拓　

全県高校総体
　ファンファーレ　中村 莉子
第45回秋田県高校将棋大会
　男子個人トーナメント　優勝　石川 拓弥
第53回全国高校将棋選手権大会
　個人トーナメント　50位　石川 拓弥
写真部　
第37回秋田県高等学校写真連盟展
　入選　工藤 晴夏、 吉葉 百萌　　　佳作　鈴木 福　
吹奏楽部
第59回全日本吹奏楽コンクール秋田県中央地区大会
　金賞
第59回全日本吹奏楽コンクール秋田県大会
　金賞　髙橋紘一賞
第60回全日本吹奏楽コンクール東北大会
  金賞

秋田市山王一丁目11－30



第67号秋田県立秋田南高等学校同窓会会報平成29年9月29日（8）

　また、2015年・2016年の2年連続でベストグロス賞をと
り、3年連続の偉業を期待されていた森本大治さん（9期）
に、南翔ゴルフ同好会「ゴルフ名人認定書」が贈られた。
懇親会は、成績発表の後も大いに盛り上がり、お互いの
健闘を称えあい、時を忘れて続いた。

小笠原　和則（19期）
【団体戦】

優　勝 アスリート
石田隆一（21）　佐藤昭徳（22）
三浦　聡（23）　鷹島　悟（41）

準優勝 長老
鎌田　一（1）　児玉健一（2）
加藤徳男（2）　川合俊昭（5）

第三位 雄和
珍田美智彦（13）　今野　悟（13）
秋元正人（13）　　安藤一夫（6）

【個人戦】

優　　勝
鷹島　悟（41）
G:84　N:69.60

準 優 勝
森田真澄（13）
G:75　N:70.20

第 三 位
石田隆一（21）
G:77　N:71.00

ベ ス ト
グ ロ ス

森田真澄（13）
75（O:40　I:35）

　この夏、家人の高校（某女子高）の同期会が
あり、市内の会場まで車で送りました。これ
まで同窓会の類には縁遠かったようでした
が、還暦を迎える年となればやはり違うよう
です。助手席に座る横顔が心もち上気してい
ます。「十分楽しんで！」と声をかけて会場入
り口に降ろしました。
　その日の夕方、よほど楽しかったのか満足
げな表情で帰宅した彼女に、「何人集まった
の？」と訊ねると、「174人」との返事。３年前

の９期の還暦記念同期会は確か50人前後だったか。うー
ん、こりゃ参ったな～。
　こっちの気持ちを見透かすように、「2年前から準備し
ていたわよ」「1年前に予告の案内が来てたわ」「この春に

最終案内かしら」と話し、幹事の人たちの熱意には頭が
下がると付け加えた。
　その後記念の集合写真を見せてもらいました。1枚の
写真に174人の顔が小さく写っています。虫眼鏡を使わ
ないと家人の顔も判別できません。3年前の9期の記念写
真ははっきり顔がわかります。「あれぐらいがちょうど
良かった」と無理やり自分を納得させたのでした。(>_<)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原常太（9期）

〒010－1437　秋田市仁井田緑町4の1
　　　　　　秋田県立秋田南高校内
電話　018－833－7431

南翔第67号1面の平成29年度秋南祭のスナップ写真は、南翔ホームページに掲載しております。

是非ご覧ください。 南翔HPは　秋田　南翔

表彰式・懇親会で

　9月24日（日）、言い訳ができないほどの好天に恵まれ
た南秋田カントリークラブに、1期から46期の同窓生29
チーム110名が集合した。一昨年の同窓会創立50周年記
念大会を上回る過去最高の参加者となった。
　今大会のルールは例年通り、1チーム3名または4名で
構成され、チームの上位3名のネットスコア合計で順位
が競われた。同期・部活・職場・地域など様々なチーム構
成で、コース内には終日、同窓生の歓声が響きわたった。
　表彰式・懇親会は、プレー終了後にアキタパークホテ
ルで開催された。山形好人さん（12期）の司会進行で開幕
し、始めにゴルフ同好会の佐藤竹昭会長（5期）が挨拶。多
数の参加に心から御礼を述べると共に、数か月前から
準備をしてくれた大会事務局の面々を紹介し、労をねぎ
らった。ゴルフ同好会前会長の伊藤健一さん（1期）の乾
杯で懇親会は賑やかに始まった。
　そして結果発表。団体戦を制したのは「アスリート」。
名前通りのアスリートゴルファー集団は他のチームを
圧倒した。準優勝はテクニシャン揃いの「長老」、第3位に
は「雄和」が入った。個人戦優勝は、団体戦の優勝にも貢
献した鷹島悟さん（41期）。

南翔ゴルフ同好会コンペ 盛大に開催


